
現在研究を進めている ｢子どもの運動技能発達

に関する研究－協応性動作に関して－｣ に関する

海外での動向を調べる目的で, 平成 年６月５日

～６月 日の８泊９日の日程で, アメリカ, テキ

サス州にあるテキサスＡ＆Ｍ 大学の

教授の研究室の訪問とフロリダ州タンパで開催さ

れた北米スポーツ心理学会 (

) で発表・参加を

行った｡

これまで我々は幼少期の子どもたちの運動能力

を測定し, その結果, 幼少期の子どもたちの運動

能力の低下していることを明らかにしてきた (杉

原隆ら, )｡ この低下の背景には, 単純な走

る速さが遅くなったとか, 投げる距離が短くなっ

たなどの量的な低下の問題だけでなく, この時期

の運動発達, 特に中枢神経系との関連を考えた場

合は, 質的な低下の問題が考えられる｡ つまり,

子どもの運動発達の質的な側面の一つとして, 動

きの発達, 特に協応動作の発達の問題が考えられ

る｡ 運動能力の低下はこの協応動作の獲得の低下

の問題にも繋がってくるものである｡ しかしなが

ら, これまで幼少期の動きや協応動作の獲得に関

する研究は, 最近新たな研究が進み始めたのが現

状である｡ そこで, 今回は, 運動発達研究の第一

人者であるテキサス Ａ＆Ｍ 大学の

博士の研究室を訪問し, 現在の研究の動向につい

て議論するとともに, フロリダで行われる北米ス

ポーツ心理学会に参加・発表し, 最近の北米での

研究の資料収集することを目的に計画された｡

６月５日に日本を離れ, アメリカ, テキサス州

ダラスから飛行機を乗り継ぎ約 時間程度でテキ

サスＡ＆Ｍ大学があるカレッジステーションに

到着した｡ このカレッジステーションには, 前ブッ

シュ大統領 (ジョージブッシュ大統領の父親) 時

代の資料が保管されているライブラリーがある｡

飛行場から車で 分ほどのところに, 第１の訪問

先のテキサスＡ＆Ｍ大学があった｡

訪問したテキサスＡ＆Ｍ大学のキネシオロジー

学部では, 主に運動発達の研究を行っている

博士の研究室を訪問し, 最近の運動発達

研究の動向及びこれからの方向性に関して討論し

た｡ この討論では, 主に最近の彼らが研究してい

る内容 (リーチングなど) や我々が現在行ってい

る最近の研究等について意見交換を行った｡ 彼の
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所属する学科には, 運動発達を専門に行う彼と,

運動学習・運動コントロールを専門行っている著

名な研究者達 ：現在北米スポーツ心理学

会の会長, が所属している｡

このようなタレントのある研究者が協力して, 学

科内でいくつかのプロジェクトを組みながら研究

を行っていることなどについて説明を受けた｡ ま

た, 現在彼や彼の博士課程の学生が行っている子

どものリーチングとラテラリティの研究などに関

して, その概要の説明及び実験施設の見学をさせ

てもらった｡ この中で, 彼らは, 最近では子ども

の動きを分析するためにバイコンなどの新しい機

器を導入して研究していることなども紹介しても

らい, 我々の研究の今後の方向性の示唆をもらっ

た｡ また, 現在我々が行っている研究 (子どもの

動きの獲得) に関して説明し, その研究に対する

意見をもらい, 今後, 共同で研究を進めて行きた

いこと, 及びその方向性に関する話し合いをおこ

なった｡ さらに, 学内のその他のいくつかのスポー

ツ施設の見学を行った｡ 例えば, スチューデント・

レクレーション・センターは, 一般学生のために

準備された施設であった｡ また, ８万に入るスタ

ジアム , その横に設置してあるア

メリカンフットボール選手専用の ビルディ

ング (選手専用のラウンジや学習室なども設置し

てある) やスタジアムの下には広いスペースに多

くの機器が設置されているトレーニングジムやこ

れまで活躍してきたテキサス Ａ＆Ｍを卒業して
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活躍してきた選手に関する記念の展示館があった｡

私たちが訪問したとき, ちょうどスタジアムの周

りにあるアメフトの練習用のフィールドでは子ど

も達のトレーニングキャンプのようなものが行わ

れていた｡ また, 敷地内には, 野球のスタジアム

もあった｡ このようにしてテキサス Ａ＆Ｍ では

有意義な時間を過ごすことができた｡

テキサス Ａ＆Ｍ 大学での 博士との情

報交換の中で, 我々が現在行っている研究の方向

性について意見交換を行うことができた｡ 我々の

研究のテーマである子どもの運動技能発達に関す

る研究について, 現在, その具体的な方向性とし

て行っている協応動作の発達に関する研究の重要

性に対してはお互いに共通認識を得ることができ

た｡ また, 現在我々がこのテーマを解明するため

に取り組んでいる研究である協応動作に関するラ

テラリティの獲得と脳の発達に関して研究に関し

て彼に説明し, 彼の意見を聞くと同時に, 現在ま

での研究の成果をまとめた論文についてもアドバ

イスをもらった｡ その際, 脳の発達との関連を明

確にすること, 及びこれまでのラテラリティ研究

の概要の把握の必要性を指摘され, 現在この点に

関して検討しているところである｡ また, この点

のアドバイスとして, 彼らが現在行っている研究

の概要や設備の説明などをしてもらい, 彼らの実

験の中からいくつかのアイデアをもらい現在実験

のデザインを考えているところである｡

( ；フロリダ,

タンパ：平成 年６月８日～６月 日)

４日間のテキサス Ａ＆Ｍ大学での情報交換を

行った後に, フロリダのタンパの

で開催された北米スポーツ心理学会に参加及び発

表を目的のために向かった｡ この学会は,

の３つの分野から構成されている学会

で, カナダ, アメリカを中心にした学会であるが,

発表者自体は, ヨーロッパ, アジア, オセアニア

など世界中からこの分野の研究者が集まり研究に

関する討論が盛んに行われている｡ 我々は, 基本

的には, と

のセクションに参加し, 情報交換及び資

料収集をおこなった｡ シンポジウムやレクチャー

や他の発表を聞き, 運動発達に関するこれまで,
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もしくは現在の状況や今後の可能性などに関する

情報が収集できた｡ 研究の発表では, 我々の研究

と類似した研究がリハビリテーションに関する研

究分野の人たちが行っていたことは, 現在の我々

の研究の次なる方向性として新しい知見であった｡

また, その際に, これらの研究者の何人かと情報

の交換を行えた｡

では, 我々が, 昨年度このテーマの

一貫として行ってきている研究の一部を発表し,

その研究に関していくつかの視点をいただいた｡

例えば, 我々の報告では, 性差の問題に関しては,

触れていなかったのだが, 最近の研究では性差の

影響があるのではないかという指摘もあり, その

点に対する研究の追試の必要性や子どもだけでな

く, 同一課題での大人との違いも明確にしていく

必要があることなど, 今後の研究の発展につなが

る意見をもらった｡ また, 運動学習と運動発達の

とらえ方に関するシンポジウムなどから研究の大

きな枠組みをえることができた｡
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